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奈良国立博物館
だより

名 

品 

展

～1月20日㈰　東新館

おん祭と春日信仰の美術
－特集　大宿所－

特
別
陳
列

新たに修理された文化財
～1月20日㈰　西新館

特
集
展
示

2月8日㈮～3月14日㈭　東新館

2月8日㈮～3月14日㈭　西新館

お水取り特
別
陳
列

特
別
陳
列

覚盛上人770年御忌
鎌倉時代の唐招提寺と戒律復興

通期開催　なら仏像館
珠玉の仏たち

通期開催　　青銅器館
中国古代青銅器

～3月14日㈭　西新館
珠玉の仏教美術



春
日
鹿
曼
荼
羅

　（奈
良

　大
福
寺
）

特
別
陳
列お

ん
祭
と
春
日
信
仰
の
美
術

|
特
集

　大
宿
所
|

〜
1
月
20
日（
日
）

　
春
日
若
宮
お
ん
祭
は
、
春
日
大
社
の
摂
社
で
あ
る
若
宮
社
の
祭
礼
で
す
。
長
承
四
年

（
一
一
三
五
）
の
若
宮
社
御
遷
座
を
承
け
、
翌
保
延
二
年
（
一
一
三
六
）
九
月
十
七
日
に
は

じ
ま
っ
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
祭
日
は
室
町
時
代
か
ら
十
一
月
二
十
七
日
、
明
治

十
一
年
（
一
八
七
八
）
か
ら
は
現
行
の
十
二
月
十
七
日
と
変
わ
り
な
が
ら
も
、
古
儀
の
伝
統

を
守
り
続
け
て
き
ま
し
た
。
お
ん
祭
で
は
、
若
宮
神
が
御
旅
所
に
一
日
だ
け
遷
座
さ
れ
ま
す

が
、
そ
こ
に
芸
能
者
や
祭
礼
の
参
加
者
が
詣
で
る
風
流
行
列
が
有
名
で
す
。

　
本
展
覧
会
は
、
お
ん
祭
の
歴
史
と
祭
礼
の
様
子
を
紹
介
す
る
恒
例
の
企
画
で
す
。
今
回

は
、
華
や
か
な
風
流
行
列
や
祭
礼
の
様
々
な
場
面
を
描
く
絵
巻
を
展
示
す
る
と
と
も
に
、
祭

礼
に
参
加
す
る
大
和
士
（
願
主
人
）
の
潔
斎
の
場
で
あ
っ
た
大
宿
所
に
つ
い
て
取
り
上
げ
、

祭
礼
で
に
ぎ
わ
う
江
戸
時
代
の
奈
良
町
の
様
子
も
紹
介
し
ま
す
。
ま
た
あ
わ
せ
て
、
春
日
信

仰
に
関
す
る
絵
画
も
展
示
し
ま
す
。

特
集
展
示

新
た
に
修
理
さ
れ
た
文
化
財

〜
1
月
20
日（
日
）

　
長
い
歴
史
を
経
て
今
に
伝
わ
る
文
化
財
は
、
そ
の
多

く
が
過
去
に
人
の
手
に
よ
る
修
理
を
受
け
な
が
ら
大
切

に
保
存
さ
れ
て
き
た
も
の
で
す
。 

当
館
で
は
、
こ
れ
ら

の
文
化
財
を
さ
ら
に
未
来
へ
と
継
承
し
て
い
く
た
め

に
、
彫
刻
・
絵
画
・
書
跡
・
工
芸
・
考
古
の
各
分
野
の

収
蔵
品
（
館
蔵
品
・
寄
託
品
）
に
つ
い
て
、
毎
年
計
画

的
に
修
理
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　
本
特
集
展
示
で
は
、
近
年
修
理
さ
れ
た
収
蔵
品
を
展

示
公
開
し
、
あ
わ
せ
て
修
理
内
容
に
つ
い
て
も
パ
ネ
ル

で
紹
介
い
た
し
ま
す
。
博
物
館
に
お
け
る
文
化
財
修
理

に
つ
い
て
、
本
特
集
展
示
が
皆
様
の
関
心
と
理
解
を
一

層
深
め
て
い

た
だ
く
機
会

と
な
れ
ば
幸

い
で
す
。
　

◎　鳳凰文戧金経箱（当館）　修理の様子

春日御祭次第　上巻　（奈良　郡山城史跡・柳沢文庫保存会） 春日若宮御祭礼絵巻　中巻　（奈良　春日大社）
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特
別
陳
列

特
別
陳
列

お
水
取
り

２
月
８
日（
金
）〜
３
月
14
日（
木
）

２
月
８
日（
金
）〜
３
月
14
日（
木
）

覚
盛
上
人
７
７
０
年
御
忌

鎌
倉
時
代
の
唐
招
提
寺
と

戒
律
復
興

　
春
待
つ
奈
良
の
年
中
行
事
と
し
て
知
ら
れ
る
東
大
寺

二
月
堂
の
お
水
取
り
。
正
式
に
は
「
修
二
会
」
と
い

い
、
本
尊
の
十
一
面
観
音
に
罪
過
を
懺
悔
し
、
五
穀
豊

穣
・
除
災
招
福
を
祈
る
「
悔
過
」
の
法
会
で
す
。
三
月

一
日
か
ら
十
四
日
に
か
け
て
、
心
身
を
清
め
た
僧
（
練

行
衆
）
が
参
籠
し
、
体
を
投
じ
て
懺
悔
す
る
「
五
体
投

地
」
な
ど
の
儀
式
に
臨
み
ま
す
。
こ
の
法
会
は
天
平
勝

宝
四
年
（
七
五
二
）
に
実
忠
和
尚
が
創
始
し
た
と
伝
え

ら
れ
、
今
日
ま
で
一
度
も
欠
か
す
こ
と
な
く
「
不
退
の

行
法
」
と
し
て
勤
め
続
け
ら
れ
て
き
ま
し
た
。

　
本
展
は
、
お
水
取
り
の
時
季
に
あ
わ
せ
て
開
催
す
る

恒
例
の
企
画
で
す
。
実
際
に
用
い
ら
れ
た
法
具
や
、
歴

史
を
伝
え
る
絵
画
・
古
文
書
・
出
土
品
な
ど
か
ら
、
お

水
取
り
へ
の
理
解
を
深
め
て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で

す
。

　
唐
招
提
寺
中
興
の
祖
と
仰
が
れ
る
覚
盛
上
人

は
、西
大
寺
の
叡
尊
等
と
と
も
に
戒
律
復
興
運
動

の
中
心
と
な
っ
た
僧
で
す
。唐
招
提
寺
の
長
老
で

あ
っ
た
期
間
は
わ
ず
か
五
年
で
し
た
が
、そ
の
後

の
寺
勢
興
隆
の
礎
を
築
き
、建
長
元
年（
一
二
四

九
）に
齢
五
十
七
で
生
涯
を
閉
じ
ま
し
た
。上
人

の
命
日
で
あ
る
五
月
十
九
日
に
は
、今
で
も
毎

年
、中
興
忌
梵
網
会
が
執
行
さ
れ
、一
般
に
は
法

要
後
の「
う
ち
わ
ま
き
」行
事
で
知
ら
れ
て
い
ま

す
。本
展
で
は
、上
人
の
事
跡
を
顕
彰
す
る
と
と

も
に
、そ
の
前
後
に
活
躍
し
た
貞
慶
や
證
玄
と

い
っ
た
高
僧
に
も
触
れ
、鎌
倉
時
代
の
唐
招
提
寺

の
様
相
に
迫
り
ま
す
。

◎二月堂神名帳（部分）　（奈良　東大寺）二月堂縁起　上巻（部分）　（奈良　東大寺）

◎
二
月
堂
本
尊
光
背

　（奈
良

　東
大
寺
）

※
な
ら
仏
像
館
に
て
展
示

梵
網
経

　巻
下

　（奈
良

　唐
招
提
寺
）

◎
釈
迦
如
来
立
像（
礼
堂
所
在
）
　（奈
良

　唐
招
提
寺
）

◎
大
悲
菩
薩（
覚
盛
）坐
像

　（奈
良

　唐
招
提
寺
）
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當
麻
寺
西
塔
発
見
の
舎
利
容
器
に
つ
い
て

話題

当
館
学
芸
部
長

　内
藤

　栄

　
修
理
中
の
當
麻
寺
（
奈
良
県
葛
城
市
）
の
西

塔
（
図
１
）
か
ら
、
昨
年
七
月
、
金
・
銀
・
金

銅
の
三
重
の
舎
利
容
器
を
は
じ
め
、
舎
利
荘
厳

具
（
舎
利
を
飾
る
品
や
奉
納
品
）
が
発
見
さ
れ

た
。
発
見
さ
れ
た
場
所
は
、
心
柱
の
頂
上
、

ち
ょ
う
ど
水
煙
の
中
心
部
に
当
た
る
位
置
で

あ
っ
た
。
奈
良
国
立
博
物
館
は
修
理
を
担
当
し

た
奈
良
県
教
育
委
員
会
よ
り
調
査
を
依
頼
さ

れ
、
こ
の
う
ち
の
金
・
銀
・
金
銅
の
舎
利
容
器
を
飛
鳥
時
代
後
期
（
白
鳳
期
、
七
世
紀
後
半
〜
八
世

紀
初
頭
）
と
推
定
し
た
。
当
初
発
見
さ
れ
た
品
々
は
全
て
塔
に
戻
さ
れ
る
予
定
で
あ
っ
た
が
、
舎
利

容
器
は
白
鳳
期
に
さ
か
の
ぼ
る
貴
重
な
作
品
で
あ
る
た
め
、
舎
利
容
器
の
複
製
品
を
作
成
し
舎
利
を

納
め
て
塔
に
戻
す
こ
と
と
し
、
舎
利
容
器
の
原
品
は
奈
良
国
立
博
物
館
に
寄
託
し
て
、
広
く
一
般
に

公
開
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
な
お
、
舎
利
容
器
以
外
の
品
は
多
く
が
後
世
の
追
納
品
で
あ
る
た

め
、
塔
に
戻
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。

　
三
重
の
容
器
の
う
ち
、
舎
利
を
直
接
納
め
る
の
が
金
製
舎
利
容
器

（
高
一
・
二
セ
ン
チ
、
図
２
）
で
あ
る
。
金
の
鍛
造
製
で
、
身
は
や

や
下
ぶ
く
れ
の
球
形
を
見
せ
、
薄
い
円
筒
形
の
蓋
を
の
せ
て
い
る
。

そ
の
形
は
、
崇
福
寺
址
（
滋
賀
県
大
津
市
）
の
塔
心
礎
か
ら
発
見
さ

れ
た
舎
利
容
器
（
国
宝
、
近
江
神
宮
所
蔵
）
の
金
蓋
碧
瑠
璃
壺
と
き

わ
め
て
近
い
。
崇
福
寺
は
六
六
八
年
に
建
立
さ
れ
た
寺
院
で
、
塔
の

建
立
も
そ
の
頃
と
思
わ
れ
る
。
金
製
舎
利
容
器
も
同
時
期
の
作
と
考

え
て
良
い
と
思
わ
れ
る
。

　
金
製
舎
利
容
器
は
、
銀
製
舎
利
容
器
（
高
三
・
一
セ
ン
チ
、
図

３
）
内
に
安
置
さ
れ
て
い
た
。
こ
れ
は
銀
の
鍛
造
製
で
、
球
形
の

身
に
薄
い
円
筒
形
の
蓋
を
の
せ
る
。
蓋
に
は
そ
ろ
ば
ん
玉
形
の
つ

ま
み
が
つ
く
。
こ
れ
と
近
似
し
た
形
の
作
品
に
、
葛
城
市
加
守
出

土
の
金
銅
骨
蔵
器
（
重
要
文
化
財
、
東
京
国
立
博
物
館
所
蔵
）
が

あ
る
。
出
土
地
は
二
上
山
東
麓
で
あ
り
、
當
麻
寺
か
ら
も
近
い
。

埋
葬
さ
れ
た
人
物
は
不
明
だ
が
、
西
塔
の
舎
利
容
器
と
何
ら
か
の

つ
な
が
り
を
感
じ
る
。
な
お
、
火
葬
は
白
鳳
末
に
始
ま
っ
て
お

り
、
金
銅
骨
蔵
器
も
そ
の
頃
に
置
く
こ
と
が
可
能
で
あ
ろ
う
。

　
一
番
外
側
の
容
器
が
金
銅
製
舎
利
容
器
（
高
九
・
〇
六
セ
ン

チ
、
図
４
）
で
あ
る
。
や
や
押
し
つ
ぶ
し
た
よ
う
な
球
形
で
、
鋳

造
後
に
ろ
く
ろ
で
形
を
整
え
、
金
メ
ッ
キ
を
施
し
て
い
る
。
径
の

一
番
大
き
な
と
こ
ろ
を
合
口
と
し
て
い
る
が
、
蓋
の
上
部
に
は
容

器
の
蓋
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
円
形
の
段
が
あ
る
。
銀
製
舎
利
容
器
を

入
れ
る
に
し
て
は
大
き
く
、
お
そ
ら
く
様
々
な
奉
納
品
も
あ
わ
せ

て
こ
の
中
に
納
め
ら
れ
た
の
で
あ
ろ
う
。

　
當
麻
寺
が
現
在
の
地
に
建
立
さ
れ
た
の
は
、
六
八
一
年
と
伝
え

ら
れ
る
。
実
際
、
當
麻
寺
は
金
堂
の
弥
勒
仏
坐
像
、
四
天
王
像
、

梵
鐘
な
ど
白
鳳
期
の
作
品
を
伝
え
て
い
る
。
當
麻
寺
の
歴
史
を
考
え
れ
ば
、
白
鳳
期
に
さ
か
の
ぼ
る

舎
利
容
器
が
伝
わ
っ
て
い
て
も
不
思
議
で
は
な
い
。
問
題
は
西
塔
の
建
立
が
平
安
時
代
前
期
と
考
え

ら
れ
る
点
で
あ
る
。
西
塔
が
建
つ
場
所
か
ら
は
白
鳳
瓦
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
以
前
よ
り
こ
こ
に
前

身
塔
が
存
在
し
た
と
い
う
説
が
あ
っ
た
が
、
あ
ら
た
め
て
こ
の
説
が
見
直
さ
れ
よ
う
。

　
白
鳳
期
に
は
数
多
く
の
塔
が
建
立
さ
れ
、
舎
利
が
納
め
ら
れ
た
。
し
か
し
、
今
日
こ
の
時
期
の
舎

利
容
器
の
作
例
は
き
わ
め
て
少
な
い
。
當
麻
寺
西
塔
の
舎
利
容
器
は
金
・
銀
・
銅
の
三
重
が
揃
い
、

し
か
も
土
中
し
な
か
っ
た
た
め
状
態
が
き
わ
め
て
良
好
で
あ
る
。
古
代
仏
教
美
術
史
に
新
た
な
一

ペ
ー
ジ
を
飾
る
作
品
で
あ
る
。

◆
舎
利
容
器
（
図
２
〜
４
）
は
、
西
新
館
名
品
展
「
珠
玉
の
仏
教
美
術
」
に
て
、
２
月
19
日
か
ら
３
月
14
日
に
展
示
。

図
２
　
金
製
舎
利
容
器（
當
麻
寺
西
塔
発
見
）

図
１
　
西
塔

図
３
　
銀
製
舎
利
容
器（
當
麻
寺
西
塔
発
見
）

図
４
　
金
銅
製
舎
利
容
器（
當
麻
寺
西
塔
発
見
）
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月
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1
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）
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一
面
観
音
・
吉
祥
天
像

 
念
仏
院

◎
矢
田
地
蔵
縁
起

　
　
　
　
　
　
　金
剛
山
寺

２
月
19
日（
火
）〜
３
月
14
日（
木
）

　不
動
明
王
二
童
子
図
像

　
　
　
　
　
　当
館

　不
動
明
王
二
童
子
図
像

　
　
　
　
　
　当
館

◎
不
動
儀
軌

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　泣
不
動
縁
起

　巻
下

　
　
　
　
　
　
　当
館

　五
大
力
菩
薩
像

　
　
　
　
　
　
　
　浄
土
寺

◎
不
動
明
王
二
童
子
像

 　
　
　
　
　
　瑠
璃
寺

◎
不
動
明
王
八
大
童
子
像

　
　
　
　
　
　当
館

◉
五
大
尊
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　来
振
寺

◎
五
大
明
王
像

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　大
威
徳
明
王
像

　
　
　
　
　
　
　海
住
山
寺

　大
威
徳
明
王
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　烏
枢
沙
摩
明
王
像

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◎
愛
染
明
王
像

 　
　
　
　
　
　
　
　
　宝
山
寺

　愛
染
明
王
像

 　
　
　
　
　
　
　
　
　松
尾
寺

　両
頭
愛
染
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　大
勝
金
剛
像

　
　
　
　
　
　
　
　
　能
満
院

◎
両
界
曼
荼
羅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

　両
界
曼
荼
羅

 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

 

名
品
展

 

珠
玉
の
仏
た
ち

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

な
ら
仏
像
館
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　  

【
書
跡
】

〜
1
月
14
日（
月・祝
）

◎
周
書 

巻
第
十
九（
断
簡
）
　
　
　

 

大
神
神
社

　浄
蔵
法
師
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館

◉
伝
教
大
師
略
伝

　
　
　
　
　
　
　
　園
城
寺

◉
六
祖
恵
能
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　延
暦
寺

◎
慈
覚
大
師
伝

　
　
　
　
　
　
　
　
　三
千
院

◎
大
和
国
乙
木
庄
条
里
坪
付
図

　
　
　
　当
館

◎
大
般
若
経 

巻
第
二
百
四
十
六〈
長
屋
王
願
経
〉

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　瑞
光
寺

　称
讃
浄
土
仏
摂
受
経

　ツ
ム
ラ
漢
方
記
念
館

　華
厳
経 

巻
第
二
十
四〈
二
月
堂
焼
経
〉 

当
館

◉
法
華
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　浅
草
寺

　無
量
義
経

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　禅
林
寺

１
月
16
日（
水
）〜
２
月
17
日（
日
）

◉
大
般
涅
槃
経〈
中
尊
寺
経
〉
　
　
　金
剛
峯
寺 

◎
涅
槃
会
法
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　高
山
寺 

　涅
槃
講
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館 

　遺
跡
講
式

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館 

◎
大
和
国
添
下
郡
京
北
班
田
図

　
　
　西
大
寺 

　阿
闍
世
王
経 

巻
下〈
五
月
一
日
経
〉
　

  

当
館 

◎
華
厳
経 

巻
第
七
十（
紫
紙
金
字
）
　
　

  

当
館 

◉
金
光
明
最
勝
王
経（
紫
紙
金
字
）
　
　

   

当
館 

◎
大
般
若
経〈
安
倍
小
水
麻
呂
願
経
〉
　慈
光
寺 

◉
法
華
経（
一
品
経
）法
師
功
徳
品
第
十
九

　慈
光
寺

２
月
19
日（
火
）〜
３
月
14
日（
木
）

◉
自
誓
受
戒
記（
興
正
菩
薩
坐
像
納
入
品
）
　西
大
寺 

◎
感
身
学
正
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　西
大
寺 

◎
七
大
寺
日
記

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館 

◎
類
秘
抄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館 

◎
雑
筆
集

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　当
館 

◉
越
中
国
射
水
郡
鳴
戸
村
墾
田
図（
麻
布
）  

当
館 

　般
若
灯
論
釈 

巻
第
六

　
　
　
　
　

  

薬
師
寺 

　大
般
若
経 

巻
第
五
百
八
十
八〈
魚
養
経
〉
　当
館 

　瑜
伽
師
地
論 

巻
第
十
四

　
　
　
　
　

  

個
人 

　如
来
不
思
議
境
界
経〈
中
尊
寺
経
〉
　
　当
館

　華
厳
経（
紺
紙
金
字
）
　
　
　
　
　
　得
生
寺 

【
工
芸
】

〜
1
月
14
日（
月・祝
）

　金
銀
平
脱
皮
箱

　模
造

　
　
　
　
　
　当
館

　木
画
紫
檀
双
六
局

　模
造

　
　
　
　
　当
館

　尺
八（
洞
簫
）模
造

　
　
　
　
　
　
　

  

当
館

　
　
　
　
　
　
　（以
上
は
正
倉
院
宝
物
模
造
）

　経
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　施
福
寺

◎
透
彫
経
筒

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　万
徳
寺

 
名
品
展

 
珠
玉
の
仏
教
美
術

西
新
館



中
国
古
代
の
商（
殷
）か
ら
漢
代
に
製
作
さ
れ

た
、青
銅
器
の
逸
品
を
展
示
し
て
い
ま
す
。

 

名
品
展

 

中
国
古
代
青
銅
器
（
坂
本
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
）

青
銅
器
館

不動明王像鳥枢沙摩明王像

軍荼利明王像 隆三世明王像

【
表
紙
写
真
解
説
】

絹
本
著
色

（
各
）縦
一
三
八
・
〇
　
横
八
八
・
〇
　

平
安
時
代（
十
一
世
紀
）

岐
阜
・
来
振
寺

国
宝  

五
大
尊
像

ご 

だ
い
そ
ん
ぞ
う

　
不
動
・
降
三
世
・
軍
荼
利
・
大
威
徳
・
烏
枢
沙
摩
の
五
大
明
王
を
五
幅
に
描
く

仏
教
絵
画
の
名
品
。
鎮
護
国
家
な
ど
を
祈
願
す
る
密
教
修
法
の
本
尊
画
像
で
あ

り
、
各
明
王
の
尊
容
は
智
証
大
師
円
珍
が
将
来
し
た
図
像
に
基
づ
い
て
い
る
。
降

三
世
明
王
像
と
軍
荼
利
明
王
像
の
画
絹
の
裏
か
ら
寛
治
二
年
（
一
〇
八
八
）
と
寛

治
四
年
（
一
〇
九
〇
）
の
開
眼
供
養
銘
が
発
見
さ
れ
て
お
り
、
類
例
稀
な
平
安
仏

画
の
基
準
作
と
し
て
特
筆
さ
れ
る
。
　
　
　
　

谷
口
　

耕
生
（
当
館
学
芸
部
教
育
室
長
）

　
　  

ふ 

ど
う
　
　
ご
う
ざ
ん 

ぜ
　
　  

ぐ
ん
　

だ
　
り
　
　
　

だ
い
　

い
　

と
く
　
　
　

う
　
す
　
さ
　
ま
　
　 

　
ご
　だ
い
み
ょ
う
お
う

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ち 

し
ょ
う
だ
い
　

し
　

え
ん
ち
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
い
げ
ん 

く 

よ
う
め
い

　
神
護
寺
経
帙
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
蓮
池
蒔
絵
経
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
文
化
庁

◎
一
切
経
唐
櫃
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
七
寺

　
菊
唐
草
文
螺
鈿
経
箱
　
　
　
　
　
　
　
個
人

◎
大
般
若
経
厨
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
龍
頭
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
透
彫
幡
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人

◎
尾
長
鳥
文
華
鬘
　
　
　
　
　
細
見
美
術
財
団

　
尾
長
鳥
文
華
鬘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
種
子
華
鬘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
蓮
華
文
華
鬘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
照
寺

　
念
珠（
水
晶
・
菩
提
子
）　
　
　
　
　
　 
当
館

　
念
珠（
水
晶
）　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
念
珠
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
當
麻
寺

　
念
珠
箱
・
木
製
数
珠 

当
館（
田
島
充
氏
寄
贈
）

　
金
山
寺
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
蓮
華
形
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人

　
柄
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
柄
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
四
大
明
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
四
天
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
谷
寺

　
四
天
王
五
鈷
鈴
　
当
館（
服
部
和
彦
氏
寄
贈
）

　
梵
釈
四
天
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
五
大
明
王
五
鈷
鈴
　
当
館（
服
部
和
彦
氏
寄
贈
）

◎
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
細
見
美
術
財
団

◎
三
昧
耶
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
金
峯
山
寺

　
種
子
五
鈷
鈴
 　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
四
天
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

１
月
16
日（
水
）〜
２
月
17
日（
日
）

◎
三
鈷
柄
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
馬
寺

◎
三
鈷
柄
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
寺

　
経
筒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
施
福
寺

◎
透
彫
経
筒
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
万
徳
寺

◉
蓮
唐
草
蒔
絵
経
箱
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
経
櫃
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
大
般
若
経
厨
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
蓮
台
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
　
個
人

　
宝
塔
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
宝
篋
印
塔
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
聖
林
寺

　
能
作
性
塔
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
大
神
宮
御
正
体
　
　
　
　
　
　
　
　
室
生
寺

◎
密
観
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
　
　
　
　
般
若
寺

　
密
観
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
　
　
　
　
　
当
館

　
火
焔
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
　
　
　
　
　
当
館

　
宝
篋
印
塔
嵌
装
舎
利
厨
子
　
　
　
　
福
田
寺

◎
尾
長
鳥
文
華
鬘
　
　
　
　
　
細
見
美
術
財
団

　
尾
長
鳥
文
華
鬘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
種
子
華
鬘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
蓮
華
文
華
鬘
　
　
　
　
　
　
　
　
　
神
照
寺

　
散
蓮
華
蝶
文
螺
鈿
卓
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
華
瓶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
火
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
青
磁
獅
子
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
寺

　
金
山
寺
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
蓮
華
形
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
個
人

　
柄
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
柄
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館
  

◎
四
大
明
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
四
天
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
弥
谷
寺

　
四
天
王
五
鈷
鈴
　
当
館（
服
部
和
彦
氏
寄
贈
）

　
梵
釈
四
天
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
五
大
明
王
五
鈷
鈴
　
当
館（
服
部
和
彦
氏
寄
贈
）

◎
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
細
見
美
術
財
団

◎
三
昧
耶
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
金
峯
山
寺

　
種
子
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
四
天
王
五
鈷
鈴
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

２
月
19
日（
火
）〜
３
月
14
日（
木
）

◎
三
鈷
柄
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
鞍
馬
寺

◎
三
鈷
柄
剣
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
寺

　
当
麻
寺
西
塔
納
置
舎
利
容
器
　
　
　
當
麻
寺

　
蓮
台
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
火
焔
宝
珠
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
　
個
人

　
宝
塔
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
宝
篋
印
塔
形
舎
利
容
器
　
　
　
　
　
聖
林
寺

◎
大
神
宮
御
正
体
　
　
　
　
　
　
　
　
室
生
寺

◎
密
観
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
　
　
　
　
般
若
寺

　
火
焔
宝
珠
嵌
装
舎
利
厨
子
　
　
　
　
　
当
館

　
宝
篋
印
塔
嵌
装
舎
利
厨
子
　
　
　
　
福
田
寺

　
六
角
厨
子
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
額
安
寺

◉
牛
皮
華
鬘（
呂
号
、保
号
、知
号
、利
号
）　当
館

　
散
蓮
華
蝶
文
螺
鈿
卓
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
華
瓶
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
火
舎
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
青
磁
獅
子
香
炉
　
　
　
　
　
　
　
　
長
谷
寺

◎
五
獅
子
如
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
東
大
寺

◎
宝
相
華
文
如
意
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

　
金
剛
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
当
館

◎
金
剛
盤
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
巴
陵
院

　
金
剛
盤
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具
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土
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県
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＊
縄
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土
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鉢
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條
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像
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※
展
示
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は
都
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り
一
部
変
更
す
る
場
合

が
あ
り
ま
す
。



❖ サンデートーク ❖

　美術や歴史のこと、博物館の活動など、当館ならではの多彩な
テーマ、日頃聞くことの出来ない「通（つう）」なお話をご用意し
て、皆様をお待ちしております。どうぞお気軽にご参加ください。

【時　間】各回とも14：00～15：30（13：30開場）
【会　場】当館講堂
【定　員】194名（先着順）

◆キャンパスメンバーズ
　平成30年12月31日現在、「キャンパスメンバーズ」会員の
大学等は以下の通りです。
大阪大学・大阪大学歯学部付属歯科技工士学校、大阪大谷
大学、関西学院大学・聖和短期大学・関西学院高等部・関西
学院千里国際高等部・関西学院大阪インターナショナル、
関西大学・関西大学第一高等学校・関西大学北陽高等学校・
関西大学高等部、京都外国語大学・京都外国語短期大学、京
都教育大学・京都教育大学附属高等学校、京都工芸繊維大
学、京都女子大学・京都女子高等学校、京都精華大学、京都
大学、京都橘大学、近畿大学文芸学部・近畿大学大学院総合
文化研究科、嵯峨美術大学・嵯峨美術短期大学、四天王寺大
学人文・社会学部、就実大学人文科学部、帝塚山大学、天理
大学、同志社大学・同志社女子大学・同志社高等学校・同志
社香里高等学校・同志社女子高等学校・同志社国際高等学
校、奈良学園大学・奈良文化女子短期大学部・奈良文化高等
学校・奈良学園高等学校・奈良学園登美ヶ丘高等学校、奈良
教育大学、奈良工業高等専門学校、奈良佐保短期大学、奈良
女子大学、奈良先端科学技術大学院大学、奈良大学、佛教大
学、立命館大学、龍谷大学・龍谷大学短期大学　　　　　　
　　　　　　　　　　　　　　　　　　（以上、五十音順）

◆奈良国立博物館賛助会
　平成30年12月31日現在、特別支援会員4団体、特別会員4
団体、一般会員（団体）17団体、一般会員（個人）66名のご入
会をいただいております。
〔特別支援会員〕　㈱読売新聞大阪本社、結の会、㈱葉風泰

　　　夢、桃谷樓
〔特別会員〕　㈱奥村組西日本支社、㈱朝日新聞社、㈱ライ

ブアートブックス、㈱ゴードー
〔団体会員〕　日本通運㈱関西美術品支店、㈱尾田組、㈱伏

見工芸、㈱木下家具製作所、㈱天理時報社、
㈱きんでん奈良支店、ノブレスグループ、奈良
信用金庫、ひかり装飾㈱、校倉な会、㈱南都
銀行、小山㈱、医療法人社団成風会、金剛㈱、
㈱グラスバウハーンジャパン、㈲志津香、茶道
裏千家淡交会奈良支部

〔個人会員（新規）〕　小山正幸様（平成30年10月ご入会）

■1月20日㈰　「奈良時代の二つの紫紙金字経」
　　　　　　　　野尻　忠（当館学芸部企画室長）
紫色に染めた紙に金泥で経文を記した紫紙金字経。奈良時
代の遺品として『金光明最勝王経』と『華厳経』が有名です。
これら紫紙金字経の書写の実態を、正倉院文書と照らし合
わせながら探ります。

■2月17日㈰　「仏像調査からわかること その５
　―南予地方の調査の成果を中心に―」
　　　　　　　　岩田　茂樹（当館上席研究員）
日本には、あまり一般に知られていないけれども、優れた、そ
して興味深い仏教彫刻がまだまだ残っています。今回は、愛
媛県のいわゆる南予地方における調査の成果を中心にご報
告します。

■3月17日㈰　「春日東西塔の新知見」
　　　　　　　　中川　あや（当館学芸部主任研究員）
神仏習合の影響を受けて春日大社境内に建立された春日東
西塔。今は博物館敷地内に土壇を残すのみですが、昭和40年
の発掘調査出土品の再整理により、近年明らかになりつつあ
る当時の姿をご紹介します。

■4月21日㈰　「仏像の『かざり』をめぐって」　
　　　　　　　　三本　周作（当館学芸部研究員）
ほとけのきらびやかな姿を演出する仏像の「かざり」。普段の
拝観ではあまり注目されない「かざり」ですが、実は仏像研究
の上でも重要な情報を含んでいることを、いくつかの観点か
ら紹介します。

■5月19日㈰　「古代寺院の堂内荘厳」　
　　　　　　　　萩谷　みどり（当館学芸部研究員）
古来、仏堂の内部は、浄土の光景を表現すべく美しく飾られま
した。なかでも壁画や、柱や天井などの部材に施された彩色
に注目し、古代寺院において、堂内がどのように荘厳されてい
たのかをご紹介します。

■6月16日㈰　「古神宝の世界」　
　　　　　　　　清水　健（当館学芸部工芸考古室長）
神社には、古来多種多様な品々が神宝として捧げられまし
た。それらの一部は今日古神宝と称され、大切に守り伝えら
れています。古神宝の種類や意匠、造形的な特色についてご
紹介致します。

■春日大社にておん祭展・名品展無料券付き小型チラシ
　を配布します
　下記期間中に春日大社で配布される小型チラシをご持参
の方は、この4日間に限り、おん祭展と名品展（なら仏像館・
青銅器館を含む）を無料で、ご覧いただけます。
　【実施日】　1月2日㈬～1月5日㈯

＊聴講無料（入場には入場整理券が必要です）
＊当日12：30から当館講堂前にて入場整理券（お1人様につき1
枚）を配布します。

＊入場受付はトーク開始後30分で終了いたします。

◆特別陳列 「おん祭と春日信仰の美術　―特集　大宿所―」
　1月12日㈯　「春日奥山の水神信仰と若宮神社」 
　　　　　　松村　和歌子　氏（春日大社国宝殿主任学芸員） 
◆特別陳列 「お水取り」
　2月16日㈯　「修二会（お水取り）について」 
　　　　　　筒井　寛昭　師（東大寺長老） 
◆特別陳列　「覚盛上人770年御忌 鎌倉時代の唐招提寺と戒律復興」
　2月23日㈯　「覚盛上人の事跡―唐招提寺中興―」
　　　　　　野尻　忠（当館学芸部企画室長）
【時　間】　各回とも13：30～15：00（13：00開場）
【会　場】　当館講堂
【定　員】　194名（先着順）
※聴講無料（聴講には入場整理券が必要です）
※当日12：00から講堂前にて入場整理券を配布します（お１人様
につき１枚）。
※入場整理券の受取の際には、本展の観覧券もしくはその半券、
奈良博プレミアムカード等をご提示ください。
※入場受付は講座開始後30分で終了いたします。

❖ イベント情報❖

❖ 公開講座❖

◆「奈良博プレミアムカード」
　「国立博物館メンバーズパス」のご案内
　平成29年4月1日（土）より、当館を今まで以上にお楽しみ
いただける「奈良博プレミアムカード」「国立博物館メン
バーズパス」を販売しております。
　詳しい情報は、当館ホームページをご覧いただくか、当
館観覧券売場へお問い合わせください。
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奈良国立博物館
〒630-8213 奈良市登大路町50（奈良公園内） ハローダイヤル 050－5542－8600  ホームページ https://www.narahaku.go.jp/　

『奈良国立博物館だより』は、1・4・7・10月に発行します。郵送をご希望の方は、何月号かを
明記し、返信用封筒を同封して、当館の情報サービス室にお申し込みください。
※返信用封筒には宛名を明記し、長形3号の場合は92円切手を、角形2号の場合は120円
切手を貼付してください。

〔交通案内〕近鉄奈良駅下車徒歩約15分、または
JR奈良駅・近鉄奈良駅から奈良交通「市内循環」
バス（外回り）「氷室神社・国立博物館」下車
※当館には駐車スペースがございませんので最寄りの
　県営駐車場等（有料）をご利用ください。
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奈良国立博物館

●：バス停　

鍬形石・車輪石・石釧

華厳経　巻第七十

奈良県・京都府北和城南古墳出土
[鍬形石（左上）]長24.5㎝　幅14.1㎝
古墳時代（3世紀後半～４世紀）
当館

重要文化財
１巻
縦26.7cm　長755.6cm（表紙を除く）
紫紙金字
奈良時代（8世紀）
当館

◆1月16日～2月17日　西新館　名品展「珠玉の仏教美術」にて展示 ◆～3月14日　西新館　名品展「珠玉の仏教美術」にて展示

展示品の
みどころ

く わ が た い し 　し ゃ り ん せ き 　 い しくしろ

け　ごん きょう

　紫色の染め紙を継ぎ、界線を銀泥で引いて、経文を金泥で書
写した『華厳経』の写本である。金字部分は書写の後、丁寧に磨
かれており、1250年以上前のものとは思えない輝きを今も放つ。
謹直な書体の経文だけでなく、表紙から軸までの装丁は、全体
として非常に完成度が高く、平城の都の官営写経所で製作され
たものと考えられている。しかし、奥書等がないため書写の具体
的な年代は不詳で、同じ紫紙金字の写経でも、諸国国分寺の塔
に納められたことで著名な『金光明最勝王経』（当館ほか蔵）に
比べると、あまり認知度が高くないのは惜しまれる。
　さて、本品の巻末の紙背には、写経時の校正に関わる2つの
墨書がある。これまで、一つは「□校馬甘」、もう一つは「□道交
了」と読まれていた。一つ目は問題ないが、二つ目は「□道主了」
とも読めなくはない。もしこれが「道主」という人名であれば、本
品の書写年代を特定する手掛かりとなる。一つ目の墨書にある
「馬甘」と、「道主」という名の人物を当時の写経所関係の古文書
から探すと、上馬甘と下道主が見
出される。2人が同時に校生として
活動していたのは天平20年（748）
～天平勝宝3年（751）頃であり、そ
の間に本品も製作された可能性
が高いのではなかろうか。　　
　  野尻　忠（当館学芸部企画室長）

　古墳時代の前期に盛んに製作され、被葬者に副葬された腕
輪形石製品。緑色凝灰岩製で、形状の違いにより鍬形石（上）、
車輪石（右下）、石釧（左下）と呼び分けられる。「腕輪形石製
品」という曖昧な表現をとるのは、これらが装身具だったとは限
らず、むしろ被葬者のステイタスシンボルであったと考えられて
いることによる。
　腕輪形、とは言うものの、鍬形石、車輪石などはいささか奇妙
な形だと思う方もいらっしゃるかもしれない。実は、これらは弥
生時代に存在した南海産の貝輪（貝製の腕飾り）を祖形とす
る。鍬形石はゴホウラ、車輪石はオオツタノハまたはカサガイ、
石釧はイモガイ製の貝輪を模したとされ、それゆえ個性的な形
状を呈しているのだ。
　北和城南古墳は、奈良県北部から京都府南部にかけての古
墳という漠然とした名称で、その出土品は銅鏡、腕輪形石製
品、玉類、鉄刀など73件におよぶ。長らく具体的な出土地が不
詳であったが、近年、「北和城南」のみならず大阪府東部も含む
複数の古墳からの出土品であると究明された、注目の遺品であ
る。　
　　　　　　　　　　　　　中川　あや（当館学芸部主任研究員）

■観覧料金　名品展・特別陳列・特集展示開館日時（1月～3月）

◉=国宝、◎=重要文化財

■開館時間／午前９時３０分～午後５時
　・金・土曜日は午後８時まで。
　・なら瑠璃絵の期間中、２月１０～１４日は午後８時３０分まで、
　　２月８・９日は午後９時まで。
　・東大寺二月堂修二会（お水取り）の期間中、３月３～７日、
　　１０・１１・１３・１４日は午後６時まで、３月１２日は午後７時まで、
　　３月１・２・８・９日は午後８時まで。
　・２月３日は午後７時まで。
　※いずれも入館は閉館の３０分前まで。

■休館日／毎週月曜日、１月１日
　・ただし、１月１４日、２月１１日、３月４・１１日は開館し、
　　１月１５日㈫は休館。

■無料開館日（名品展・特別陳列・特集展示）／
　２月３日㈰（節分）、2月24日㈰
※２月２４日㈰は天皇陛下御即位３０年を慶祝し、無料となります。
　

※団体は20名以上です。  
※高校生以下および１８歳未満の方、満７０歳以上の方、障害者
　手帳をお持ちの方（介護者1名を含む）は無料です。
※奈良国立博物館キャンパスメンバーズ加盟校の学生の方は
　無料です。
※成人の日（１月１４日）は、新成人の方は無料です。
※毎月２２日にご夫婦で観覧される方は、各半額になります。
※１月の開館延長日の午後５時以降に観覧される方は団体料金
　を適用します（レイト割引）。
※中学生以下の方と一緒に観覧される方は、団体料金を適用し
　ます（子どもといっしょ割引）。

個　　人
団　　体

一　　般
520円
410円

大学生
260円
210円

高校生以下
無　料
無　料
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